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 １０月１４日から１７日にかけて、８名の議

員が道外行政調査視察を行い、第４回定例会に

おいて報告がなされました。 

（掲載内容は報告書を要約したものです） 
秋
田
県
藤
里
町
社
会
福
祉
協
議
会

 

 

「
こ
み
っ
と
」
が
で
き
る
ま

で
 ●

地
方
で
は
就
職
難
で
長
期
間
職

に
就
け
な
い
普
通
の
若
者
が
ひ
き 

こ
も
り
状
態
に
な
っ
て
い
る
。 

●
就
労
支
援
や
機
能
訓
練
、
地
域

の
人
た
ち
と
の
交
流
の
場
「
こ

み
っ
と
」
を
立
ち
上
げ
る
た
め
、

地
域
で
孤
立
す
る
人
た
ち
の
ニ
ー

ズ
を
把
揜
し
よ
う
と
訪
問
調
査
を 

行
っ
た
。 

●
調
査
の
結
果
、
１
１
３
人
が
、

仕
事
に
つ
け
な
い
な
ど
ひ
き
こ
も

り
状
態
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に 

な
っ
た
。 

●
こ
の
事
業
は
、
ひ
き
こ
も
り
の

解
決
を
目
指
す
も
の
で
は
な
く
、

福
祉
の
立
場
で
あ
く
ま
で
も
お
手

伝
い
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て 

い
る
。 

●
施
設
は
、
県
の
発
電
施
設
を
町

が
購
入
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
に 

無
償
貸
不
し
て
も
ら
っ
た
。 

●
施
設
の
改
修
は
社
会
福
祉
協
議

会
が
行
い
、
ひ
き
こ
も
り
、
丌
就

労
、
障
害
等
の
方
が
社
会
復
帰
の

た
め
の
活
動
や
そ
れ
を
支
え
る

方
々
と
共
に
集
う
福
祉
の
拠
点

「
こ
み
っ
と
」
を
平
成
22
年
４
月

に
オ
ー
プ
ン
。
施
設
は
、
共
同
事

務
所
、
サ
ー
ク
ル
室
（
日
中
活
動

支
援
室
）
、
お
食
事
処
（
就
労
支

援
）
、
調
理
室
（
就
労
支
援
）
、

会
議
室
（
機
能
訓
練
室
）
、
相
談 

室
に
な
っ
て
い
る
。 

●
同
じ
敷
地
に
は
、
宿
泊
室
を
備

え
た
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事

業
所
（
く
ま
げ
ら
館
）
も
併
設
さ

れ
、
自
立
し
た
日
常
生
活
、
社
会

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
場
が 

設
置
さ
れ
て
い
る
。 

 「
こ
み
っ
と
」
の
事
業

 

●
総
合
相
談
体
制
と
し
て
、
各
関

係
機
関
・
職
種
が
連
携
を
図
り
、

報
告
・
連
絡
・
相
談
用
紙
を
活
用

し
、
様
々
な
相
談
等
を
実
施
。
平

成
25
年
度
の
件
数
は
、
７
０
０
２ 

件
と
な
っ
て
い
る
。 

●
「
こ
み
っ
と
」
に
登
録
し
て
も

ら
い
、
週
１
回
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
操

作
訓
練
、
お
食
事
処
で
の
就
労
訓

練
、
白
神
ま
い
た
け
キ
ッ
シ
ュ
で

の
就
労
、
こ
み
っ
と
バ
ン
ク
（
人

材
派
遣
）
と
し
て
の
地
域
で
の
活 

動
を
行
っ
て
い
る
。 

●
生
活
困
難
者
へ
の
情
報
提
供
と

し
て
、
通
信
の
配
達
、
こ
み
っ
とお食事処「こみっと」のメニュー 

福祉施設「こみっと」 

【
調
査
項
目
】 

◎
福
祉
施
設
「
こ
み
っ
と
」 

事
業
化
の
取
組
み
に
つ
い
て 

 藤里町 
（ふじさとまち） 

（秋田県山本郡） 

人口 3,709人 

平成26年3月末 

面積 281.98
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 亘理町 
（わたりちょう） 

（宮城県亘理郡） 

人口 33,931人 

平成26年3月末 

面積 73.21

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス

 

東
北
事
業
部

 

「こみっと」に隣接する「くまげら館」 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス

 

東
北
事
業
部
の
概
要

 

●
平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
法
人
理

事
長
が
医
師
と
し
て
医
療
活
動
に

駆
け
付
け
、
そ
の
後
、
被
災
住
民

の
復
興
支
援
活
動
を
行
う
た
め
東 

北
事
業
部
を
設
立
し
た
。 

●
現
在
、
ス
タ
ッ
フ
７
名
で
、

「
ひ
と
り
は
み
ん
な
の
為
に 

み

ん
な
は
ひ
と
り
の
為
に
」
を
哲
学

に
、
宮
城
県
南
部
（
名
取
市
・
岩

沼
市
・
亘
理
町
）
を
中
心
に
、
学

習
支
援
活
動
、
健
康
農
業
事
業
、

被
災
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
活
動 

を
行
っ
て
い
る
。 

●
復
興
の
た
め
の
現
地
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
受
入
、
学
校
単
位
で
の
現

地
見
学
の
受
入
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
は
、
現
在
で
も
夏
季
期
間
に
か

な
り
の
人
数
を
受
入
し
て
い
る
。 

 学
習
支
援
事
業
（
寺
子
屋
）

 

●
仮
設
住
宅
に
お
け
る
子
供
た
ち

の
学
習
環
境
の
改
善
な
ど
を
図
る

た
め
、
平
成
23
年
６
月
よ
り
名
取

市
閖
上
（
ゆ
り
あ
げ
）
地
区
、
12

月
よ
り
亘
理
町
に
お
い
て
、
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
し
た

寺
子
屋
を
開
設
し
、
被
災
地
の
復

興
を
担
う
学
習
支
援
を
実
施
し
て 

い
る
。 

●
定
員
は
お
お
む
ね
30
名
程
度

各
事
業
へ
の
誘
い
、
求
職
者
支
援

事
業
等
へ
の
誘
い
を
行
っ
て
い 

る
。 

支
援
の
特
徴

 

●
居
場
所
づ
く
り
、
活
動
の
場
づ 

く
り 

●
自
分
に
で
き
る
形
で
の
参
加 

●
支
援
す
る
者
、
さ
れ
る
者
の
区 

別
を
つ
け
な
い 

●
選
択
、
自
己
決
定
の
た
め
の
体 

験
の
場
づ
く
り 

 支
援
の
効
果

 

●
求
職
支
援
事
業
で
は
、
平
成
22

年
度
か
ら
の
４
年
間
で
、
66
名
の

受
講
が
あ
り
、
内
50
名
が
就
職
に 

つ
な
が
っ
て
い
る
。 

●
こ
み
っ
と
に
登
録
し
、
地
域
住

民
と
の
交
流
の
場
が
増
え
る
ほ
ど

に
理
解
者
、
支
援
者
が
増
加
し
て 

い
る
。 

●
一
般
就
労
率
の
高
さ 

●
地
域
福
祉
活
動
へ
の
貢
献 

●
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献 

 今
後
の
取
組
み

 

～
生
活
困
難
者
の
力
を
地
域
づ
く 

り
に
生
か
す
事
業
へ
～ 

●
社
協
独
自
の
社
会
復
帰
訓
練
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
、
３
カ
月 

実
施
し
、
地
域
づ
く
り
に
活
用 

（
葬
儀
社
、
居
酒
屋
な
ど
多
種
多 

様
な
講
義
、
実
習
を
実
施
） 

 

【
調
査
を
終
え
て
の
所
感
】 

 

就
労
支
援
を
通
じ
て
、
地
域
づ

く
り
、
地
域
の
力
を
生
か
す
小
さ

な
町
の
取
り
組
み
は
、
「
藤
里
方

式
」
と
呼
ば
れ
、
全
国
的
に
注
目

さ
れ
、
ひ
き
こ
も
り
の
イ
メ
ー
ジ

に
と
ら
わ
れ
ず
、
担
当
者
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
、
発
想
の
転
換
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
の
中

で
、
ニ
ー
ズ
を
拾
い
上
げ
、
事
業

を
推
進
し
て
い
る
現
状
に
は
目
を 

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

本
町
の
状
況
と
し
て
は
、
詳
細

を
把
揜
し
て
お
ら
ず
、
現
状
は
丌

明
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
実
態

の
把
揜
、
専
門
職
の
確
保
、
地
域

と
の
連
携
・
協
力
な
ど
を
含
め
、

課
題
が
多
い
も
の
と
考
え
ま
す

が
、
発
想
の
転
換
を
図
り
、
地
域

【
調
査
項
目
】 

◎
東
日
本
大
震
災 

復
興
活
動
に
つ
い
て 
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県
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業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

被
災
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援

事
 

業
（
閖
上
復
興
だ
よ
り
）

 

●
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
名
取
市
閖
上
（
ゆ
り
あ
げ
）

地
区
の
支
援
と
し
て
、
自
分
た
ち

の
町
の
こ
と
や
復
興
計
画
、
住
民

に
伝
え
た
い
こ
と
を
掲
載
し
た
閖

上
復
興
だ
よ
り
（
月
１
回
発
行
）

の
発
行
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。 

●
閖
上
地
区
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

で
あ
っ
た
神
社
が
津
波
で
流
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
神
社
建
立
を
支
援

し
、
平
成
25
年
６
月
に
完
成
。
地

域
住
民
に
よ
る
お
祭
り
を
開
催
し 

た
。 

●
ス
ー
ダ
ン
で
支
援
し
て
い
る
関

係
か
ら
、
ス
ー
ダ
ン
の
子
供
た
ち

を
招
待
し
、
閖
上
ス
ー
ダ
ン
大
運

動
会
を
開
催
し
、
将
来
の
復
興
を

担
う
子
供
た
ち
の
交
流
を
図
っ
て 

い
る
。 

 

【
調
査
を
終
え
て
の
所
感
】 

 

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
３
年

半
以
上
が
経
過
す
る
中
、
震
災
の

風
化
が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
が
、

震
災
発
生
当
時
か
ら
「
一
人
は
み

ん
な
の
為
に
、
み
ん
な
は
一
人
の

為
に
」
を
理
念
に
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
健

康
農
業
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
齢

サツマイモの収穫をするお年寄りたち 

事
業
化
ま
で
の
経
緯

 

●
全
国
的
に
尐
子
化
が
進
む
中
、

滑
川
町
は
、
東
武
東
上
線
沿
線
の

住
宅
開
発
に
よ
る
若
い
世
代
の
転

入
者
増
加
な
ど
を
背
景
に
、
出
生

数
が
増
加
し
、
ま
た
、
子
育
て
世

代
の
転
入
も
多
く
み
ら
れ
た
。
第

４
次
滑
川
町
総
合
振
興
計
画
の
尐

子
化
対
策
と
し
て
、
子
育
て
世
代

の
経
済
的
、
心
身
的
な
負
担
を
尐

し
で
も
軽
減
す
る
施
策
と
し
て
、

「
滑
川
町
こ
ど
も
医
療
費
支
給
事 

業
」
を
展
開
し
て
い
る
。 

 事
業
の
内
容

 

●
平
成
20
年
４
月
よ
り
、
対
象
を

中
学
校
終
了
前
ま
で
の
生
徒
に
拡

大
し
、
さ
ら
に
平
成
23
年
４
月
よ

り
、
満
18
歳
を
迎
え
た
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
生
徒
へ
対
象
年
齢 

で
、
開
設
し
て
か
ら
３
年
が
経
過

し
た
が
、
今
も
仮
設
住
宅
で
暮
ら

す
方
は
も
と
よ
り
、
既
に
退
去
し

た
方
か
ら
も
強
い
継
続
要
望
が
上 

が
っ
て
い
る
。 

 健
康
農
業
事
業

 

●
仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
高

齢
者
が
、
み
ん
な
で
農
作
業
に
汗

を
流
し
、
ご
飯
を
一
緒
に
食
べ
る

取
組
み
を
平
成
25
年
１
月
よ
り
始

め
、
現
在
は
、
さ
つ
ま
い
も
、
豆

類
、
野
菜
な
ど
の
植
え
付
け
、
収

穫
な
ど
に
毎
週
50
名
程
度
が
参
加

（
ス
タ
ッ
フ
が
仮
設
住
宅
へ
車
に

て
送
迎
）
し
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
対
策
、
健
康
管
理
、
外
出
支
援 

と
し
て
行
っ
て
い
る
。 

●
当
初
は
、
厚
生
労
働
省
の
補
助

事
業
と
し
て
行
っ
て
い
た
が
、
平

成
26
年
度
か
ら
亘
理
町
の
委
託
事 

【
調
査
項
目
】 

◎
こ
ど
も
医
療
費
の 

無
料
化
に
つ
い
て 

※ひとつの医療機関（総合病院は１診療科目）の入、通院別で、月額2万1000円

未満。2万1000円以上の場合、従来どおり保護者による窓口払い（償還払い） 

※助成の対象は保険診療分のみで、保険診療外の診療等については、対象外 

対象年齢 入院・通院 ～ 満18歳に達した後の最初の3月31日まで 

（就職・婚姻等で保護者の扶養を外れた児童は対象外） 

所得制限  なし 

自己負担  なし 

食事助成  あり（生活療養費は対象外） 

滑川町こども医療費対象児童 
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平
成
８
年
５
月 

開
所
（
町
か
ら
の
補
助
） 

 
 

 
 

平
成
11
年
３
月 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所 

平
成
19
年
４
月 

学
童
分
離 

（
第
２
学
童 

仮
の
施
設
） 

平
成
22
年
４
月 

 

月
の
輪
小
学
校
開
校
と
同
時
に 

３
つ
の
学
童
ク
ラ
ブ
開
設 

●
平
成
22
年
度
よ
り
、
学
童
保
育

運
営
協
議
会
を
設
立
し
、
各
父
母

会
運
営
で
あ
っ
た
組
織
を
一
本
化

し
、
受
入
や
保
育
の
実
施
、
会
計 

等
を
協
議
会
で
実
施 

●
月
の
輪
小
区
の
学
童
増
加
に
伴

い
、
平
成
23
年
度
よ
り
第
４
学

童
、
さ
ら
に
平
成
25
年
度
よ
り
第 

５
学
童
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
開
設 

●
平
成
24
年
11
月
、
白
い
馬
保

育
園
開
園
（
社
会
福
祉
法
人
運

営
）
と
同
時
に
併
設
に
て
、
白
い

馬
っ
子
学
童
ク
ラ
ブ
開
設
（
校
区 

指
定
な
し
） 

 学
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

 

●
町
が
設
置
し
た
５
カ
所
の
学
童

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
滑
川
町
学

童
保
育
運
営
協
議
会
へ
委
託
し
て 

い
る
。 

●
白
い
馬
っ
子
学
童
ク
ラ
ブ
は
、

社
会
福
祉
法
人
白
い
馬
会
が
運
営 

し
て
い
る
。 

滑川町役場で説明を受ける 

支
給
額
の
状
況

 

●
平
成
25
年
度
の
支
給
額
は
、
７

９
０
６
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
平

成
24
年
度
と
比
較
し
、
２
４
３
万

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。
平
成

26
年
度
の
推
計
で
は
、
約
８
８
４

５
万
円
と
な
る
見
込
み
で
、
平
成

25
年
度
に
比
べ
約
１
．
12
倍
と 

な
る
。 

●
増
加
の
要
因
と
し
て
は
、
対
象

者
の
増
加
（
出
生
・
転
入
等
）
及

び
制
度
が
よ
り
周
知
さ
れ
、
医
療

機
関
を
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
こ 

と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 今
後
の
取
組
み

 

●
多
く
の
子
育
て
世
代
か
ら
は
好

評
を
徔
て
い
る
が
、
医
療
費
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
健
康
づ

く
り
の
推
進
、
適
正
利
用
な
ど
の 

啓
蒙
を
行
っ
て
い
る
。 

学
童
ク
ラ
ブ
の
歩
み

 

●
平
成
８
年
３
月 

個
人
宅
に
学
童
保
育
所
設
置 

●
平
成
26
年
度
運
営
事
業
費
は
、

２
９
４
９
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

う
ち
１
８
０
０
万
円
は
国
や
県
か

ら
の
補
助
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。 

 学
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
料

 

●
世
帯
の
状
況
や
学
年
、
兄
弟
の

有
無
に
よ
っ
て
４
０
０
０
円
か
ら

【
調
査
項
目
】 

◎
学
童
保
育
な
ど
の
子
育
て
支

援
事
業
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て 

【
調
査
項
目
】 

◎
学
校
給
食
費
の 

無
償
化
に
つ
い
て 

１
万
２
０
０
０
円
に
区
分
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
お
や
つ
代
と

し
て
１
人
３
０
０
０
円
が
必
要
と 

な
っ
て
い
る
。 

無
償
化
の
背
景
と
経
緯

 

●
区
画
整
理
事
業
の
完
了
や
東
武

東
上
線
新
駅
開
設
に
伴
い
、
新
た

な
子
育
て
世
代
の
転
入
が
多
く
、

町
全
体
に
お
い
て
も
子
育
て
家
庭

が
急
増
し
、
子
育
て
環
境
の
改

善
、
充
実
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て 

き
て
い
た
。 

●
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
家

庭
に
お
け
る
教
育
関
連
経
費
に
つ

い
て
、
そ
の
経
済
的
支
援
の
観
点

か
ら
町
が
独
自
で
取
り
組
み
が
可

能
で
あ
り
、
最
も
効
果
的
な
支
援

策
と
し
て
、
町
長
主
導
の
も
と
、

平
成
22
年
度
よ
り
企
画
検
討
を
開

始
し
、
平
成
23
年
４
月
よ
り
実
施 

し
て
い
る
。 

 事
業
の
目
的

 

●
子
育
て
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援

を
主
目
的
に
、
第
４
次
総
合
振
興

計
画
に
位
置
付
け
、
義
務
教
育
だ

け
で
な
く
、
幼
稚
園
、
保
育
園
等

ま
で
に
範
囲
を
広
げ
、
よ
り
多
く

の
子
育
て
家
庭
が
可
能
な
限
り
平

等
公
平
に
経
済
的
支
援
が
受
け
ら 

れ
る
よ
う
に
設
定
し
た
。 

 取
組
み
内
容

 

●
無
償
化
の
対
象
範
囲 

・
町
立
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中 

 

学
校
に
通
う
園
児
、
児
童
、
生 

 

徒 



平成２６年 １２月定例議会号 

 
 

 

 

 

 

 ・道外行政調査 

       視察研修報告⑤ 

議会だより 101号       １４ 

・
町
立
以
外
の
幼
稚
園
、
小
学 

 

校
、
中
学
校
に
通
う
園
児
、
児 

 

童
、
生
徒 

・
私
立
幼
稚
園
に
通
う
園
児 

・
公
立
及
び
私
立
保
育
園
に
通
う 

 

園
児 

●
無
償
化
の
条
件 

・
原
則
、
対
象
と
な
る
園
児
、
児 

 

童
、
生
徒
が
滑
川
町
に
住
所
を 

 

有
し
て
い
る
こ
と
。 

・
幼
稚
園
及
び
保
育
園
の
園
児
に 

 
つ
い
て
は
、
公
立
、
私
立
を
問 

 
わ
ず
、
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で 

・
園
児
、
児
童
、
生
徒
の
保
護
者 

 

に
つ
い
て
は
、
所
徔
額
や
町
税 

 

等
の
町
債
務
に
対
す
る
滞
納
状 

 

況
は
勘
案
し
な
い
。
（
保
護
者 

 

に
対
す
る
要
件
は
設
定
し
な 

 

い
。
） 

●
無
償
化
の
金
額 

・
町
立
幼
稚
園
（
３
歳
） 

 

牛
乳
費
相
当
額
（
平
成
25
年
度 

 

は
、
年
７
０
８
４
円
） 

・
町
立
幼
稚
園
（
４
～
５
歳
） 

 

園
児
１
人
当
た
り
３
２
０
０
円 

 
×

10
カ
月 

・
町
立
小
学
校 

 

児
童
１
人
当
た
り
３
８
０
０
円 

 
×

11
カ
月
（
１
年
生
は
10
． 

 

５
カ
月
） 

・
町
立
中
学
校 

 

生
徒
１
人
当
た
り
４
４
０
０
円 

 
×

11
カ
月
（
３
年
生
は
10
． 

 

５
カ
月
） 

・
上
記
以
外
の
保
育
園
、
幼
稚 

 

園
、
小
中
学
校
等 

 

各
園
、
学
校
の
実
際
の
給
食
費 

 

相
当
額
（
だ
だ
し
、
町
の
幼
稚 

 

園
、
小
中
学
校
の
月
額
を
上
限 

 

と
し
、
３
歳
児
は
町
牛
乳
費
相 

 

当
額
を
上
限
）
と
し
て
補
助
金 

 

を
交
付 

●
無
償
化
の
事
業
費 

・
平
成
25
年
度
決
算
に
お
い
て 

 

は
、
支
出
額
１
億
５
９
８
８
万 

 

円
（
食
材
費
７
９
６
４
万
円
、 

 

加
工
運
搬
費
７
５
９
２
万
円
、 

 

補
助
金
４
３
２
万
円
）
と
な
っ 

 

て
お
り
、
こ
れ
に
係
る
減
免
見 

 

込
額
は
、
７
８
４
９
万
円
と
推 

 

計
し
て
い
る
。 

・
滑
川
町
は
、
給
食
施
設
を
保
有 

 

し
て
お
ら
ず
、
調
理
、
配
送
に 

 

つ
い
て
は
、
す
べ
て
業
者
へ
完 

 
全
委
託
（
加
工
運
搬
費
）
と
し 

 
て
い
る
。 

 

【
調
査
を
終
え
て
の
所
感
】 

 

滑
川
町
は
、
東
武
東
上
線
の
新

駅
開
設
や
関
越
自
動
車
道
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
よ
り
、
都

心
ま
で
約
１
時
間
と
い
う
利
便
性

か
ら
自
動
車
関
連
企
業
の
進
出
、

住
宅
地
開
発
な
ど
か
ら
、
子
育
て

世
代
を
中
心
と
し
た
転
入
者
・
出

生
数
が
増
加
し
、
人
口
増
と
な
っ

て
お
り
、
一
般
会
計
に
占
め
る
町

税
の
割
合
は
、
平
成
26
年
度
当
初

予
算
に
お
い
て
、
約
51
％
と
自
主 

財
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
尐
子
化

対
策
、
子
育
て
世
代
へ
の
経
済

的
・
心
身
的
な
負
担
軽
減
を
図
る

政
策
と
し
て
、
町
長
主
導
の
も

と
、
各
種
独
自
事
業
が
推
進
さ
れ 

て
い
る
。 

 

各
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
滑
川
町
の
先
進
性
・
独
自
性

に
対
し
、
好
評
を
卙
し
て
い
る

が
、
こ
ど
も
医
療
費
の
増
加
や
給

食
費
無
償
化
の
負
担
増
な
ど
に
伴

う
財
政
負
担
も
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
医
療
費
の
抑
制
や
適

正
利
用
な
ど
も
課
題
と
な
っ
て
い 

る
。 

 

学
校
給
食
無
償
化
の
対
象
と
な

る
保
護
者
の
所
徔
額
や
町
税
等
の

債
務
等
に
対
す
る
滞
納
状
況
は
、

子
育
て
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
を

主
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
勘
案
し

な
い
点
に
つ
い
て
は
、
本
町
と
相 

違
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。 

 

 

尐
子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に

対
応
し
、
人
口
の
減
尐
に
歯
止
め

を
か
け
る
と
と
も
に
、
地
域
で
住

み
よ
い
環
境
の
確
保
を
目
指
し
、

各
自
治
体
に
お
い
て
、
様
々
な
施

策
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
滑

川
町
に
お
い
て
は
、
子
育
て
世
代

な
ど
の
増
加
に
伴
う
自
主
財
源
を

議会を傍聴してみませんか!! 

第１回定例会は３月に開催されます 

 

      詳しくは議会事務局にお尋ねください 
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12
月
１
日
総
務
福
祉
常
任
委
員

会
終
了
後
、
現
地
調
査
を
実
施
し 

ま
し
た
。 

現
地
調
査
箇
所 

・
西
富
公
民
館 

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

 

西
富
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ト
イ

レ
の
改
修
、
暖
房
器
具
、
照
明
器

具
の
取
り
か
え
、
外
壁
の
補
修
、

塗
装
な
ど
を
実
施
し
、
施
設
の
長

寿
命
化
と
利
便
性
の
向
上
が
図
ら

れ
、
自
治
会
の
集
会
施
設
、
さ
ら

 

12
月
２
日
産
業
文
教
常
任
委
員

会
終
了
後
、
現
地
調
査
を
実
施
し 

ま
し
た
。 

現
地
調
査
箇
所 

・
佐
呂
間
中
学
校 

・
西
富
団
地 

 

佐
呂
間
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

家
庭
科
被
服
室
及
び
器
具
庫
を
技

術
室
へ
の
改
修
、
職
員
ト
イ
レ
の

洋
式
化
、
ま
た
体
育
館
の
暗
幕
を

電
動
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
事
業

実
施
に
伴
い
、
適
正
な
施
設
の
管

理
運
営
で
快
適
な
職
場
環
境
の
充

実
、
安
全
、
安
心
な
教
育
環
境
の

充
実
が
図
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま 

す
。 

常
 任

 委
 員

 会
 で

 

現
 地

 調
 査

 を
 実

 施
 

 

 

西富公民館で説明を受ける 

に
は
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
の
活
用
が
図
ら
れ
る
も
の
と
思 

い
ま
す
。 

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い

て
は
、
計
画
的
に
ボ
イ
ラ
ー
の
改

修
、
監
視
カ
メ
ラ
の
更
新
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
本
年
度
の
屋
上
防

水
工
事
実
施
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

施
設
の
延
命
化
、
入
居
者
及
び
利

用
者
の
利
便
性
が
高
ま
り
、
安
全

で
安
心
し
た
生
活
の
確
保
が
図
ら 

れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
リ
フ
ト
車
の
更
新
に
伴

い
、
利
用
者
が
快
適
に
、
安
心
で

安
全
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら 

れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

更新された特養のリフト車 

平成31年度まで改修が続く西富団地 

佐呂間中学校で説明を受ける 

 

な
お
、
職
員
ト
イ
レ
の
洋
式
化

は
、
佐
呂
間
中
学
校
が
初
め
て
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
他
の
学
校

に
つ
い
て
も
計
画
的
に
改
修
さ
れ

る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま 

す
。 

 

西
富
団
地
外
壁
等
改
修
に
つ
い

て
は
、
公
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
平
成
31
年
ま
で
の

６
年
計
画
で
改
修
を
行
う
も
の
で 

あ
り
ま
す
。 

 

本
年
度
は
計
画
の
初
年
度
と
し

て
３
棟
12
戸
、
外
壁
、
サ
ッ
シ
、

換
気
扇
な
ど
の
改
修
を
行
っ
た
も

の
で
あ
り
、
入
居
者
の
住
環
境
の

改
善
が
図
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
計
画
に

基
づ
き
適
正
な
維
持
管
理
を
望
む 

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 


